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研究成果の概要（和文）：本研究は、人類に特有とされている高度な向社会性を、向社会行動をとることが自らの適応
性の上昇をもたらす社会のしくみを作り出すことで形成され維持されているとする社会的ニッチ構築理論に基づき、一
連の経済ゲーム実験、脳撮像実験、遺伝子多型分析を通して,一方では現代の人々がもつ心の文化差が、人々が集合的
に作り出している社会的ニッチの違いを反映していることを示す証拠を提出すると同時に、もう一方では、現代社会に
暮らす人々の向社会性のあり方の違いが、そうした違いを適応的にしている社会的ニッチの違いを反映していることを
示す証拠を提供している。

研究成果の概要（英文）：Based on economic game experiments, brain scan studies, and gene allele analysis, 
this study provides a series of evidence to support the social niche construction theory of human 
prosociality, according to which human prosociality is understood as an adaptation to the social 
environment consisting of other humans’adaptive behavior in which acting in prosocial manner enhances 
the long-term fitness of the actor. We provide a series of evidence supporting the view that cultural 
differences in the functioning of human mind reflect differences in the social niche to which the mind is 
to adapt, as well as evidence that differences in the psychological mechanism that induces individuals to 
behave prosocially also reflect the characteristics of the social niches to which they adapt.

研究分野：社会心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究が開始された平成 23年度には、20世
紀の最後の 10年間に始まり 21世紀に続いた
社会科学を取り巻く環境の大きな変化が、は
っきりとした形を取り始めていた。この変化
とは、社会科学における実験研究が経済学を
中心としてその他の分野においても広く受
け入れられるに至ったこと、そしてこれも経
済学を中心として神経科学との連携が急速
に進んだことが生み出した変化である。社会
科学におけるこれらの新しい動きは、社会科
学の基礎を構成する人間モデルの再構築へ
の動きを推進しつつあったというのが、本研
究が開始された当初の研究の背景である。研
究代表者の山岸は、世界各地で進行しつつあ
ったこの新しい動きの日本での拠点形成に
関わり、21世紀 COEとグローバル COEの
推進を通して、北海道大学に社会科学実験研
究センターを設立し、新しい人間モデルの構
築に際しての基本的アプローチとしての「社
会的ニッチ構築アプローチ」の展開を開始し
た。 
 
２．研究の目的 
本研究はこのような背景のもと、ヒトの向
社会性の進化を説明するために、ヒトは自ら
の集合的行為により社会的ニッチとしての
社会制度を構築することで向社会行動が適
応性を発揮する環境を作り出すことに成功
した、つまりヒトが心理と行動における向社
会性を進化させたのは特定のかたちでの社
会の構築に成功したからであるという、社会
的ニッチ構築アプローチ（ないし制度構築ア
プローチ）にもとづく向社会行動の理解促進
を目的として開始された。本研究の目的は、
人間の心理機序と社会制度とが共進化して
きたとする社会的ニッチ構築アプローチの
観点から、一方では心の文化差あるいは社会
差を、特定の社会的ニッチへの適応行動（お
よびそうした適応行動の背後にあり、適応行
動を生み出す心理機序）として理解すると同
時に、もう一方では、社会秩序を維持するた
めの（広い意味での）社会制度（＝他者の反
応の予測可能性）が適応的心理機序を持つ
人々の行動の相互作用から生み出されるプ
ロセスの解明を進めることにある。本研究で
は、心理機序の文化差として広く知られてい
る集団主義・個人主義（ないし相互協調的文
化・相互独立的文化）を、その背後にあると
考えられる間接互恵性と司法制度という社
会秩序形成原理の差との関連において理解
することで、それぞれの秩序原理の下で適応
性を有する心理機序の適応的役割を明らか
にする。この分析を進めるにあたって最も重
要なのは、社会秩序＝他者の行動の予測可能
性を担保する社会的なしくみの違いである。
近代的司法制度が確立していない社会では、

人々は集団を外部に対して閉ざし、集団から
の追放の脅しを用いて集団内に秩序を形成
する。そのため、集団主義的秩序のもとで暮
らす人々は、集団から受け入れられるよう、
まわりの人々からの悪評につながる社会的
リスクを最小化する行動を生み出す心理機
序を身につけることになる。すなわち、集団
主義的秩序の下では社会的リスク回避傾向
を支える心理機序が適応性をもつことにな
る。これに対して近代的司法制度による個人
の権利の保護が確立することにより、人々が
自分の属する集団からの保護を必要とする
程度が低下し、人々は集団の外部に存在する
さまざまな機会を、司法制度により低減され
ているとはいえいまだ存在する社会的リス
クを引き受けながら追求する生き方が適応
的となる。そのため、そうした生き方を導き
出す心理機序として、他者の信頼性を見極め
るために他者の内面性に注意を向け、同時に
他者からの信頼を獲得するために自己の内
面性を発信すると同時に、リスク査定に裏付
けられた他者に対する一般的信頼を維持す
る傾向を身につけることになる。 
こうした社会的ニッチ構築アプローチか
ら導き出される仮説を検証するために、本研
究では以下の具体的研究目標を設定してい
る。１）各種の経済ゲーム実験での参加者の
行動をゲーム間、個人内および個人間で比較
し、そこでみられる向社会行動を支える心理
的機序を、利他性・公平性・協力性などに対
する社会的選好と、実験状況に潜在的に存在
するリスクに対する敏感さや選好・回避の程
度との 2つの主要な要因との関係において分
析する。また同時に、それぞれの要因と関連
している参加者の社会的・心理的特性を明ら
かにする。２）さらには、経済ゲーム実験に
おいて明らかにされた参加者の選択行動、お
よびその背後にあると考えられる選好とリ
スク態度や、それらと結びついている心理特
性と、参加者の脳構造や実験における意思決
定時の脳活動との関連性を分析することに
より、人々の向社会性の心理・神経基盤の解
明を進める。３）以上の研究から得られた主
要な知見を、アジア文化圏および欧米文化圏
における結果と比較し、文化社会的背景の違
いが向社会行動の生成と維持に果たす役割
を分析する。 
 
３．研究の方法 
本研究の中心は、実験室が設置された玉川
大学のある町田市周辺からリクルートした
500名程度の一般市民に対してほぼ 4年間に
にわたり繰り返し 8回の実験に参加いただき、
異なる種類のゲーム状況（囚人のジレンマ、
社会的ジレンマ、信頼ゲーム、独裁者ゲーム、



最後通告ゲーム、安心ゲーム、スタグハント
ゲーム、トラッキングゲーム、先制攻撃ゲー
ム、２者罰ゲーム、３者罰ゲーム、罰付き公
共財ゲーム等）を越えた向社会行動の個人内
での一貫性と、特定のゲームの特異性を明ら
かにすると同時に、そこで測定された汎ゲー
ム的向社会行動と対応する個人特性（人口統
計学的特徴、一般的知能、感情的知能、共感
性、人格特性、人間性及び社会のはたらきに
関する各種の信念、社会的価値志向性をはじ
めとする個人的、文化的、社会的価値等）を
測定する、基礎データ作成作業にある。更に
は、参加者の一部の方々の実験ゲームにおけ
る意思決定時の脳活動を機能的磁気共鳴診
断設備を用いて撮像し、また、研究参加者の
内分泌物質レベルの測定、及び唾液を用いて
蒐集した資料を用いて遺伝子多型の分析を
行った。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、平成 27 年度までに以下
の主要な研究成果を生み出している。 
 複数の経済実験を通して一貫して利己的
に行動する参加者が、二つのグループに分か
れるという知見。第 1のグループは、新古典
派経済学で想定されている“経済人（ホモエ
コノミカス）”として定義可能な参加者たち
であり、協力行動が戦略的な自己利益につな
がらない1回限りのゲームではすべての利益
を独り占めにする選択をしている。これらの
参加者は、IQ、主観的地位、人生満足度、自
尊心が高く、まわりの人たちから頼りにされ
ていると考えている、典型的な“エリート”
像に合致している。これに対して第２のグル
ープの参加者は、他者に対する信頼が低く、
鬱傾向と神経質的パーソナリティが高く、共
感性の中でも同情と他者の視点取得が低い、
社会的に疎外されている傾向の強い参加者
たちである。この知見は各種経済ゲームを同
一参加者にくり返し実施すると同時に主要
な個人特性を測定するという本研究特有の
方法が生み出した世界初の発見であり、経済
ゲームにおける利他・協力行動に対する“向
社会性”“向自己性”という１次元的な社会
的選好を用いた説明の限界と問題点を明確
に示すことで、新たな理論展開を導くことに
なるだろう。この知見は、Psychological 
Science で報告されている。 
 向社会行動の自動性と、向社会行動を抑制
する熟慮に基づく衝動コントロールの役割
についての一連の知見。これまで社会科学及
び心理学では、人々は社会規範を内面化する
ことで衝動的な自己利益追求行動を抑制し、
向社会的行動を維持すると考えられていた。
本研究で実施された一連の行動実験及び脳
撮像実験の結果は、この一般的な理解に対す
る修正を迫るものである。これらの研究の一
つでは、社会的価値志向性の測定により一般
的に向社会的な傾向の強い実験参加者

(prosocials）は、利己的な傾向の強い参加
者(proselfs)よりも扁桃体の灰白質の体積
が大きく、背外側前頭前野(DLPFC)の体積が
小さいと同時に、前者は囚人のジレンマゲー
ム実験で後者よりも扁桃体の活動が強く、ま
た逆に後者は前者よりもDLPFCの活動が強い
という知見が得られている（Scientific 
Reports に論文掲載）。このことは、
prosocials は直感的に向社会行動を取りや
すく、proselfs は熟慮により衝動的な向社会

行動を抑制
し、自己利
益につなが
る行動を取
る傾向があ
ることを示
している。 
 また現在
投稿中の論
文では、4

つの経済ゲーム実験を通して示された一貫し
た協力行動の測定値と、これらのゲームにおけ
る意思決定時間との関係を調べることで、
prosocials は意思決定に時間をかけることで
向社会行動を取らなくなるのに対して、
proselfs は時間をかけることでより向社会的
行動を取りやすくなることを明らかにした。こ
れらの結果は、少なくとも実験参加者のほぼ半
数を占める prosocials は通常は自動的に向社
会行動をとるが、現実を精査するにつれ向社会
行動を取らなくなる dual- process decision 
makers (Bear & Rand, 2016)であることを意味
している。熟慮が向社会行動に及ぼす影響が

prosocials
と proselfs
の間で正反
対の方向に
働くという
この結果は、
両タイプの
人々が混在
する現実の
社会での向
社会行動の
促進をはか
る制度設計
に対して大

きな意味を持つものである。 
 更に現在投稿中のもう一つの論文では、こ
れまでの研究では大きな効果を持たないと
されてきた経済ゲームにおける金額の絶対
額の差が、それぞれの個人が絶対額の異なる
複数のゲームに直面する場合には、向社会行
動に大きな違いを生み出すこと、またその差
は一回限りのゲームでは向社会行動を取ら
ない人間で特に大きいことが示されている。
すなわち、自動的に向社会行動を取る人間は
“掛け金”の大きな場合にも小さな場合にも
向社会行動を取るが、熟慮的に行動する人間
は金額が小さな場合には向社会行動を取り、

図 1. Prosocials と proselfs の意思決定
時における扁桃体とDLPFCの活動の差 

図 2. 社会的価値志向性のレベルに応じ
た、意思決定時間と向社会行動との関係 



金額が大きい場合には自己利益を追究する
という結果である。 
 上述の研究成果、およびそれ以外の多くの
研究成果は一貫して、社会を支える向社会行
動が多くの人々の間でほぼ自動的に取られ
ているのに対して、戦略的思考能力の高い人
たちは状況の性質を正しく理解し、例えば匿
名でプレイされる1回限りのゲームでは自動
的な向社会行動を抑制し、自己利益を冷徹に
追求することを示している。この結果は、本
研究の中心的テーマの一つである、集団主義
的ニッチ（制度）と個人主義的ニッチ（制度）
との関係を理解するうえで大きな意味を持
ってくる。信頼に関する編集本で公刊した、
法の支配と他者一般に対する信頼の関係を
国家間で比較した研究では、法の支配が個人
を集団による保護の必要性から解放し、個人
が利益も損失も自ら引き受けつつ外部機会
を追求する個人主義的生き方を可能とする
一方、法の支配による安全の保障が提供され
ていない社会状況においては人々は集団に
とどまり、集団による安全の保障を必要とす
るという集団主義的生き方をせざるを得な
い、という議論を展開しているからである。
このことは、ヒトがその進化のほとんどを過
ごしてきた集団主義的ニッチの下では自動
的向社会性が適応的であるのに対して、法の
支配が確立した個人主義的ニッチの下では、
熟慮を通した自己利益の追求が全体の利益
の促進を生み出すかたちでの制度設計が必
要とされていることを意味している。最初に
紹介したホモエコノミカスについての研究
結果は、自分の行動の結果が将来の長期的自
己利益に影響を及ぼさない経済実験ゲーム
では向社会行動を示さないが、実生活では長
期的な関係にある他者との間に協調関係を
作っている可能性を強く示唆している。今後
の社会制度の設計においては、自動的向社会
性に依存しすぎるのではなく、熟慮的自己コ
ントロールが全体の利益を増進する行動に
つながる適切な誘因構造を設定することの
必要性が要請されている。 
 本研究では、また、数多くの重要な個別
研究成果が生み出されている。以下簡単に、
主要な個別研究成果を羅列する。オキシトシ
ン受容体の活動をコントロールする遺伝子
OXTR の RS53576 多型が、男性の他者信頼態度
と行動に影響する（Plos One）。内集団ひい
き行動が集団内での評判維持戦略として理
解されることを示す新たな証拠を発見（心理
学研究）。新たに開発した総合信頼尺度が、
信頼ゲームにおける行動を予測することを
発見（Social Cognition）。幼児期における
向社会行動の発達が他者からのモニタリン
グに依存して段階的に生じることを発見
（Scientific Reports）。若い男性の間での
み、外見的魅力度が経済ゲーム実験における
利己行動と関連することの新たな証拠を発
見（Evolution and Human Behavior）。オキ
シトシンが社会的ジレンマゲームでの向社

会行動に対して与える効果が、プレイヤーの
社会的価値志向性と状況の性質に応じて変
化することを発見（SCAN）。先制攻撃ゲーム
において、ほぼ半数の参加者が自己利益に反
した攻撃行動をとること、そしてその理由が
相手からの攻撃に対する恐れにあることを
発見（J Experimental Soc Psych）。最後通
告ゲームにおける不公正提案への拒否行動
を、利他的罰として理解すべきではない証拠
を発見（PNAS）。集団主義文化の特徴とされ
ている自己卑下行動が、選好にもとづくもの
ではなく戦略的行動として理解されるべき
ことを示す証拠を発見（Asian J Soc Psych）。
ユニークさへの選好が開拓精神に由来する
選好ではなく、大都市に特徴的な特性である
ことを証明するデータを提供（Asian J Soc 
Psych）。 
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